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われわれにとって一般意味論

地図は現地ではない ということは一般意

味論がくりかえし警告していることだ。とく

に今のように急速にかわりつつある時代にお

いては一一つねに地図を修正して，柔軟な態

度で現実に対していかなくて:まなら奇い。に

もかかわらず，ひとは不安にさらされると，

現地を見ょうとせず.地図のみにしがみつき，

それどころか，地図だけの精密化を{まかる q

セクトのあらそいにはそういうイ頃向がある。

ナショナリズムにはそういうところがあるつ

‘このように自分自身を員ガラのようにとじ

こめ，不適応になっていくことこそ，コージ

プスキーが問題にしたことだった。一般意味

論といえばs.I.ハヤカワで代表されて，いま

まではわれわれにうけとられていた。彼の

「思考と行動における言語」が名著であるだ

けに，そしてコージプスキーの「科学と正気」

が大著で近ずきがたいとめに，われわれは一

般意味論の一面だけしか見てこなかった。

~・ぜ大多数のひとは肉体の動脈硬化がおこ

るより 40年も50年もまえに，精神の動脈硬化

になってしまっているのだろうか，とオール

ダス・ハクスレーはふしぎにおもっている。

「大多数のひとは自分自身をカプセルにいれ，

カキのようにとじこもり，これはときには大

片桐ユズル

学を卒業するよりまえにおごり.ごのように

して，すべでの新しい考え，すべでの新鮮な

概念化された認滋に対してバリケードを築い

て人生をすごすコ…ところが， うれし 1 こと

には，ここの一般意E末論のひとたち.~:~ーあの

すばらし ω小さな雑誌 rエトセトラjを乏し

ているハヤカワとそのグループのひとたちは

ι一概念的認識から，直接的そのものず;工り

の経験へ，意のままに行ったり来たりするこ

とができるような訓練の方法を開発 LJRこ…」

ハクスレーは世界をよくするには正夫;台と経

済のしくみをかえるだけではだめで，ぞれと

ならんで人間性をかえなくてはならなじ¥そ

の教育の一本の住として意味論を待に重要視

しているつ彼のユートピアをえがいたプ島J

{まあまり知られていないが，死ぬ直前に出版

された最後の小説で，そのパラという理想、の

島の教育は.ことばに対する不信をそそのか

せ，もたせつづけることを，重要な目標とし

ているコ{度は兄ーのジュリアン・ハクスレーへ

の手紙で，ことばの魔術をあばく意味論家た

ちの国際会議が必要だといっている。また，

意味論家のなかではコージプスキーには哲学

がある，といって，いちばん高く鮪面してい

る " ~" ぃゅ よ呼~
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teer. WORDS AND WHAT THEY DO 

TO YOU ($ 2.75)や，同じ著者のTEACH-

ER' S GUIDE TO GENERAL SEMAN-

TICS ($ 1.50)カfあったカヘ INSTANTPEP 

FOR LANGUAGEは幼稚園から小学 6年生

までに意味論をおしえる方法を示している。

これはパージニア州アーリントンのフオート・

マイヤー小学校の先生たちの実践から生れて

きた G それからTHEWEE W ISDOM 

RECORD by Leo and Helen Globus 

($ 3.50) は4-8才の子どもたちに意味論

の原則を教える歌がはいっている。子どもだ

ましというなかれー頭でわかっても，身につ

くためには， じっさいに体をつかうのが一番

なことは， GDMの先生なら身にしみでごぞん

じのはず。さらに新しく TEACHINGGENE-

RAL SEMANTICS ed. by Mary Morain 

($ 3.50)が出たはずである。これらの本やレ

コードは洋書屋を通して下記に注文すればよい。

Internationl Society for General Semantics 

540 Powell Street 

それではコ ァジプスキーの一般意味論につ

A いT今まで紹分されていなかった部分は，た

とえばコトパはそノではないということは，

だれでもいうこと足が，それを神経的反応と

して訓練する具体的方法が，欠かすことので

きない部分をなしていた。このために，彼は

気狂いあっかいされたり，ニセ科学の代表と

して拾玉にあげられたり，理論だけが学問だ

とおもっている学者たちからケイベツされて

きた。しかし，これのためにこそ.彼はみな

おされるべきだ。学問がもはや，世の中とか

かわりをもたないできた.その無責任さのた

め，ー世界は火をふいている。

コージプスキーはくりかえし，頭のかたく

なったおとなよりも，子どもの意味論的訓練

のほうがやさしいと述べている。じっさい，

アメリカで一般意味論の功績をみとめるひと

は，教育における貢献を指摘するひとが多い。

ハスクレーは.意味論こそ各専門分野を統合

し，科学的態度を実験室から日常生活へもち

こめるようにするものだ.といっている J す

でにハイスクール用としてはCatherineMin- San Francisco. California 94108.U. S. A. 
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The Mystery of. '.' L.anguage Acquisition 

現代の所謂情報科学がその周辺の諸科学と

、』

不分離の関係にあるのと同様に， 、コトパの科

学たる言語学も，他の関連諸科学との連合に

よる研究の必要性が強〈望まれる様になった。

特にChomskyによる変形生成理.論の提唱に

より，中でも心理学及びぞれに付随する隣接

科学の知識の導入によって人間のコトパを統

合的に研究しようとするPsycholil1gui;itics

という分野が近年特に米国に於いて目覚しい

発展を遂げて来ている。

PsycholinguIstics の理論的基盤である

Chomsky の理論は話手のCompe~e.nce の理

論であり， 言語の音と意味との intrinsic

correlationを決めるrule sy剖~~を表わす

ものである。この理論CQ~)(pliçil な研究によ

って従来のempiricist approacD.には言語構

造のcomplexilYを認識出来ない等の不備があ

る事が明らかにさーれた伊即ち，この理論では

その最も基本的事実は言語のcreatlvitvとい

う事であり，それこそは人間の心の innate 

competenceによって行われるという心理学

的立場をとる。 この意味合、ら言語概究は

beha.vioristicではな三抽象的奪mentalism

である事を強調する。か、る言語観が支配的

になるに及んでその理論が心理学研究及び言

語教育にも必然的に影響を及ぽす結果となっ

た② 従ってこの理論の立場?はPsych，o-

linguistics研究の第一の目標はtheintrinsic 

organiz-ationつまり、人間のcompetenceの

解明にある。この事は同時に又言語習得に於

ける人間言語共通の，普通文法を探求する事に

なる。従って人間に課せられた複雑な精神機

能の一つであるコトパが如何に習得され，発

達して行くかという事'~uiys飽riou，~;r.はあ

-晶 {晦原

るが同時に極めて大切な問題であり，言語構

造の正しい分析と理解は習得過程へのempir-

ical な研究に依存している為，この理論に

基づく syntax 面を中心とした仮説の検証を

目指す新たな研究が次々に行われているφ
特に幼児が母国語を習得する過程が外国語

を習得するそれと似ている(少くとも幼児期

は同じsi旬以ionである為)という事は極めて

興味深い。

比較的初期の実験研究として， Brown & 

Benugi~:t27 ヶ月と 18 ヶ月の二人の幼児の母
国語である英語の習得過程の分析を行った結

果(例) Model utte rance 

He is going out 

Paddy' s brief case 

Imitation by chilklren 

He go out 

Paddy briefcase 

の様にmodel文が長くなると子供のimitatiou

にはreductionが行われ所謂“ωegraphic

speech"になるが，文法的 signalである

modelの語順は保たれていた。更に

Child's utterance 

Baby high chair 

Eve lunch 

Expansion by model 

Baby IS in the high chair 

Eve is having lunch 

という様に子供の言語習得に大きな効果をも

たらすmodel (主に母親)の側の教育的な

expansionが行われる。⑤そして最後に最も

困雛なunderlyinglatent structureを発見

して行く段階になる。文McNeill⑥はこの様

に就学前の子供によって無意議に規則的に行

- 3ー
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われる習得過程は正に人間のinvention の一

つであると述べ， corpus of speech → 

EEqL grammr(output) 『

という仮説を設けて同様な実験を行った。特

にイザナミと名付けた B本人の二才の女の子

による後置語である B本語の主語の抽象概念

を表わす「はJ rカらの実験では，彼.女は

「が」の使用を100田正，じく使用しているが，

rはJ は6回しか使わなかった。この事は

「はJ rが」共に文の主語を指すがその

CognIlive implicaiions が異なり rが」に

含まれているものだけに敏感であった為であ

るとしている。又Gleason⑥は子供の言語習

得は他の大の単なる複倣ではない例として，

“1 digged a hole"・Thebel1 ringed"とい

う誤文で行われている手掛を得る事が出来る

し，小学1.2 ~ 3年生の一つの実験ではmice

とgeese等の絵を生徒:こ見せ(“ηlisis a 

mouse and now there are two mice 

“What' s this?" と一匹を指すと子供達

{ま ‘“aslOuse"とい‘“andwha t' s this ? " 

と次に二区指すと，特;こ一年生は“two

rnouse" と僅か一分前に正しい形を聞いた後

で間違って答えたc この例からもimitationと

いうものは人々が思う程易しい事ではなく，

子供をしてmousesという語を作らせるのは

Imltationよりも別の事柄であるという文一つ

evidenceを示した=又一年生の最もfrequent

な100仏vordsをテストしたところ次の事が判

明している~

(li '.'或るnonsenseanirnalや妙な事をしてい

る火の車会とそれらについての幾つかの語を作

った。

(例)ザこの一つの絵を見せ市isis a 

Wag"とい、次に二つ見せ“Nowthis is 

another one. There are、 twoof them. 

百 ereare two." といわせた。 Wagという

語は未知の物であった為，単に記憧だけによ

るのであれば子供は答えなかった筈であった

-へ 、~ーも h 
， 、

が，総ての子供はかなりの確信をもっで答え

た。 {2}過去形のtenseも非常に似た様な状

態で Ve出 +Past..:i+V+、/-d/という一般

化が見られた~ (3トer suffj~ とめ代りに一つ

のCompound'ごじた。 (4)反応の形は年令や

発達段階に関係しているが(例)birthdayと

いう語tこついて':4'才児では物の名前が誕生日

だから誕生日と呼ばれるが 5才児はプレゼ

ントがもらえるからそう呼ばれると思い. 6 

才児は少くともdayか犠れるのに気付いたと / 

いう。これ等の実験は， 4才児でも英語の

wordsを扱う為のinternalizedset of rules 

を有しでいる事を示しており，この事は英語

のみならず他の自然言語に exposeされる子

供にもその最も早いspeechに於てconfused

inputの中から正しいclues と間違ったもの

とを選分けるuniversal な抽象的文法関係即

ち. shared inborn capaciげがある事実を

検証したものであるといえよう少子供は言

語本性としての母国語の構造を潜在的に持ち，

その文法を作り出しているという事実が外国

国語習得教授に対してrelevanceを持ち得る

点があるならば， sen-sit重視のGDMの基本

的作業のーっとして既に自訴しい事ではない

が， Brownの実験にもあった如く expansion

変形が考えられるρ しかし一方学習が単な

る教師のサル真似に終る事のない様に，特に

小学生でも高学年では或る程度知的理解の伴

う英語構造の学習を行う事が必要であり，言

語習得のprerequisiteとしてのDeepstruc-

ture の習得を狙いとしたものである事が

望ましい。 即ち外国語学習に人間本来の

uniqueなcapacity を利用する方法が必要で

あり， Robin Lako ff⑫も構造言語学的な単

なる drillでは習得出来ない言語に於ける多

くの事柄を学習者が意織的に学ぷように特に

G r anuna ticali tvの一つのfaclor となる文の

presupposition と文の表面上の形をうまく

ma.tch-upする様に正しい文の選択の条件を

-4-
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説明 l，学習者めperformancetこ反映される

誤りを正すのか被師の大切な役目であると述

べ，下記の面で具体例をあげ興味深く説明し

ている。
ー ・九.

1) English: tIle artic1es， the past "terfect 

te~se distinction， som~/any distinction:.-:..: 

2) Japanese : honor，ific思 pref1Xes&: suffiXes. 

3) Spani~h ，:或る種，のsuhjunctive
McNeill の貢献，~'，これ迄の言語習得の研究

からその理論を発展させた事であるが，彼が

posttilateしたLADも更に多ぐの実験から得られる

evidenceなくしては事実の説明をなし得るか

--否かを決めるのは極めて困難であり，“Why"

or “How" of LAについては今だ十分な解

答が得られずgr'opingiri the darknessの段

階である。 dしかし乍ら語学教師として大切な

事は EveryEnglish teacher needs to 

learr'l about the present. s.tate of Lin-

guis1ics. Every teacher' needs to be able 

to follow deve)opements in theory and 

description. throughou't his' 'teaching 

career.⑬ とある如く言語学上の貢献を最

も有効な方法で弛のdisciplinesのそれと連合

する事であり， Linguis tics:とPsycho)ogyの

両方の立場からLADの構造とuniversal

categoriesとを充分特徴づけるべき研究がな

されねばならない。 :

哨附噛岬F時抗#噌傾向捕円軸桝.，.".."柚刷瞬時州問刷刊W 鴨酬W 鳴傾向醐F唱嗣同酬

① Chomsky， N. “I:.:i n~i5tic 1þ~ory，"Northωst 

Conferenee-'oi1 1h長Teachi略 ofForeign Lan-

guaεes (1966)刈50in Lester. M (ed.) 

Readinks'in Aptlied TraÌl~tôrr也tionaJ

Gr町四 国r. (1970)， P. 56. 

②Chomskyは彼の言語理論を語学教育者としで

'の立場から見るのは""守skep“caJであるとし文，

CarrollやI.:.a.mendeUa句は変形理詰そのものは出e

teaching of )ar恵uag巴についての問題の答を提

供するものではないが，心理学という分野との

関連においてその理詰的基盤は示唆的であると

述べている。 cf.Chomsky， op. cit.， P52.， 
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~rrol~. J. “ Psycho)og1ωI~uiry into 

Lang'Uage Acquisition." Lecture given 

at o.sak~ YMCA. Nov. 2， 1969 . 

Lame吋ella， J. J.，“on the Irrelevance of 

TransformationaJ Gra.mmarωSe∞nd 

Lar耶泊geP吋句。'gy."L邸宅uageLearning 

Vol.氾X.Nos. 3 & 4 (1969). 

③ 1) Bl∞叫し凶n伊符合Development:Fonn 

副司dFunction in Emerging Grar町田rs.

M 1. T. Research Mon. No. 59 (I970). 

2) Chomsky， Carol， The Acquisition of Syntax 

of Children f rom 5 to 1O. 悦1.T. 

Research Mon. No. 57 (1969). 

3) Jako凶vits，L. A. “Implications of 

Recent P5ycholi噌 uisticDevelopments for 

the Teaching of a Second Language， 

“La時U姥eLear凶~~ Vol. XVIII， Nos. 

1 & 2 (1968) 

4) Menyuk， P. Sentence Children Use. 

M 1. T. Research Mon. No. 52. (1969). 

5) Shipley. E. F 4 Smith， C. S. & Glei tmar. 

L.R. “A Study in the Acquisjtion of 

Language: F ree Responses tο Corrunands， .. 

Langu昭e. Vol. 145，No. 2 (part 1) ， 

(1969) . 

④ Bel1ugi， U. & Brown R.，“百reePr∞eses 

in the Child' s Acquisition of Syntax，" In 

E比 Lenneberg (ed.) New Directions in 

the Study of Language.悦1.T. Press 

(1964) . 

③ Jakobsonは「子供の創造住は無からのinven-

tionではないがそのborrowingも厳密な∞pying

ではない」と述べている。 cf.Jakobson， R.. 

Child Languag~. Aphasic & p'honological 

Universals. Mouton， (I968) ， pp. 13 -14. 

⑥ McNeill， D;“The Creation of Language." 

DiscoverγVo1. 27. No. 11. (1966). 

⑦Language Acquisition Device.これは如何な

る自然言語をもacquire可能なものである為

a theory of 1i噌uisticuniversalsといえる。

⑥ Glωson， J. B. "Langu昭eDevelopment in 

Early Childhood，" I~ J. Walden (ed.) 

OraJ l..anguage and Rea.ding NCTE. (1969) 

pp. 15ー29.
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⑨ Gleaso凡 J.8.“力1eChild' s Leaming of 

Er恵lishMorpholQgy，" Word 14 (1958). 

pp. 150-177 . 

⑩子供によってinternalize.される最初のsyntactic

rule は optimizatíon 文は‘ Pirot-~n' ()onstrùc­

tionと呼ばれ.S -(P)+oで表わされる。これ

は，子供のcompetenceは大人文の直接の

mimicryの結果ではなく.Cla.ss P. (比鮫的良

く起るpi emi I ive gr8l11D'凶icalcl凶 s)とCla.ss

o (大抵のnewwo吋s)の願序からなっている。

cf. Jakobovits. Op. Clt吋Kir司g.R. HiSlorical 

Li噌l.listics& Transfo口nationalGramrnar 

Prentice-Hall， 1969. 

⑪子供が“Doggiehi te"といえば， “Yes， he 

is hiting， he will bite"という風に e却 副 首iする

事により適切な informationを与える方法等。

⑫Lakoff.. Robin，“Transforma.tio叫 Grarnmar

&Lar宅U姥eTeachiJぜ μ唱団酔Learning

Vol. XIX Nos. 1 & 2 (1969). 

(lj)“Some Reaωns WhyThere 

Can' t Be' Any So.'1'le-Any RULE， .. La唱団ge

Volニ 45No.3 (I969). 

⑬ Marchwardt. A..比， (ed.) Lm伊 姥eand 

h噌 uaεeLearnir思 NCTE(1968). P.'74 
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英文を書くための辞書 BasicEnglish: W riter' s : J.apanese~English 

Wordb∞，k F. J.ダニエルズ著 北星堂書底刊 A5判 708頁 2.000円

いつだったか，まだ我々の会が飯田構の

ルーテル英語学校て¥月例会をやっていた頃

のある月に，細面のヒゲ面のイギリス人が，

やって来て.講演をしてくれた。その人が，

上記の辞書の著者ダニエルズ教授であったよ

私の記憶では， readingについて教授の実践

した方法で日本人に適しているやり方を教え

てくれた。}小さな紙片に，三行ほどの文だが

実に基本的な交がタイプじ よきあり，それを生

徒にいわせて暗請させるのだ といった話で

イギリス人の praclIca1な面に感弘、したもの

だった。あとになってから t皮カ"Ogdenから

Basic Englishを習い.以後専，むこの静香の

実現に努力されていたことを知った

この辞書は全くカワッタ辞書だ。まず第一

に，日本の英語教育に永く経験のある， しか

も日本語のよく出来るダニエルズというイギ

リス人か嘗いた和英辞典であるという点であ

る。第二は， Bas ic Eng1ish て惚頭徹尾貫

かれている点である。

我々か漢文を書く時 hangがいいがdang1e

カfいしEか， distinguishかdiscrimina，'e か，

というタグイの悩みはさておき，自分の書く

英文は，果しでいいのかどうか，幼稚すぎは

しないか? このcontextで難 Lくいいすぎ

たのではないか? この単語をここで吋吏って

もいいのだろうか? と思い悩むことがしば

しばで，中学英語でもよく考えてみると，そ

のような疑問に出くわ『すことは多い。

所がこの辞書は ・BasicEnglishの特徴が

出て いわゆる感情の細かなニュアンスより

sense ーその文でいいたいコトは何かがよ

りよく沢出されている J その源はi一つの見

出し語に.多くの沢があることである。それ

を頭において. 8本語で自分のいいたかった

ことを訳出の英語で検討して行くと，コレダ

ッ/と思い当るようになっている。例えI!.

「失礼するJ の訳の中に (saythat) (oneJ 

is unable ωcome というのがあるが，こ

れは「明日の会は失礼するよJ にピタリあて

はまる。 rもう(おそいから)失礼するよ」な

ら (say出at) ~ne J Will have to go (b'e 

offJがそれに当る etc. etc. その話が使わ

れる contextに応じて訳語がちがうという例

の SEN-SITの考え方がここにある。もう一

つの特徴は「ーを見よJ という cross -

referenceが多いことで，ある表現の中の色

々な語をひいて見でやっと沢語に出くわすと

いうハンザツさがないので，親切だといえる.

何といっても，この辞書の最大の長所は，

日本語と英語の一対ーの，沢ではなく rこの

日本語の内容を，英語でどう伝えるかJ に役

立つことで，この辞書がもっ他の欠点を補い

context とコトパの関係を考えさせてくれる。

( 升 川 潔 )

Engli3h Through Pict-j"re3， Books 1 and 2・H ・H ・.....・H ・..….. .・ H ・-￥ 360each 

Fir!t Workbo<f.k QJ Engli3h …...・H ・..…...・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・..…...・H ・..…￥ 360

First Steps j~ Reading English ・H ・H ・..…...・H ・......・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・-￥ 360

Teachers' Handboo/c for English Through Pictures ・H ・.....・H ・..……￥ 4∞
Anglophone Reco.rd3 for Engli"$h Through Pictures…….-. .・ H ・ザ10.000each 

Filmstrips Jor EtIgli3h Th'rou8h Pictures， Series 1 and 2 …・・誓17，000each 

チャールズ .E・タトル商会
神田底東京都千代田区神田神保町 1-3

，T.E L. (291) 7 0 7 1 

高島屋底東京都中央区日本橋高島屋

6階 TE L. (211 ) 5 0 2 9 
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Graded Direct Method 

Summer Semina.rのお知らせ

とき : 1970年 8月14日(金)--18日(火)

ところ:東山荘(静岡県御殿場市東山)

ヂ tlCU講師・ハーバード、
講師 :iE沢美戸( 剖

i!o ¥大学言語研究所日本代表/

東山 永 {GDM鎌倉グループ代表)

片桐ユズル(松蔭女子大学助教授)

升川 潔(東京女子大学短大部講師)

f大阪市大講師
中郷安浩(スピーチ・クリニフク担当

山田初裕(都立王子工業教諭)

内容 : G raded. Di rec t Me thodの庵諭と

克際を.小学5.6年定クラスで実習し

たり .i寸論しながら留得する。ほかに

スピーチ・クリニック，レクリエー

ション，待刀IJプログラム. e1c.， 

資俗 :英語教育に熱意のある人ならどなた

でも

乞，.GDM..ιミゅうず・れたあ

-人口過詮の中で，忙しくなるばかりの毎日

疋けど…やっと Bulletin22号が出来ました0

・lndiana からかえって来た高原僑さんが，

この号で続情報をとロウしてくれている。多

謝.)Cliildtanguageへの関心はこれからも続

く。 "

・庁調江ズルさんはL相変らず七メン八ピ(?J

の大活躍。 一コージプスキーを見直Lたとの事。

ベ .~皮か匂関西は，大阪V. :;(土佐堀の) .豊

令t.神戸Yが，クラスを作、て着々実績を

あげている o が

・東京も 月例会は. 3月鎌倉グループとの

合同(山田初裕さんの授業は.多彩でした)

4月は久し援りに日大二高で月例会。

・鎌倉での 3月例会は.思わぬ副産物があっ

た。御大東山 永さんの率いる鎌倉勢C?')は

着々実践家を出し，チームワークよく活動中。

その例会では， G DMの理論をもっと研究し， 
ょうという提案とreadingmaterial を自主

制作Lょうという提案とが出て，早速実行に

' 

，き .:，..

費用 :受3料 6，側円(申込金をふくむ)

宿泊料 1.ω0円(4泊食事付)

ほかにテキスト代:

申込方法:申込金1.000円を同封して 7月31

日までに大阪市事区土佐堀2丁目12

大阪YMCA英語学校GDMSeminar 

係まで申しこんでく芝さい。 Tel.

(06) 441喧 0892ただし定員50人に達

ししだいしめきります。

GDM会員で上記のセミナーに参加される方は，

1970-71年度会費のみ免除(受講料・宿泊代，計

12.4c陥円となります)文すでにSununerSeminar 

を修了した方はA伽ancedCourseに御申込下さい。

にのコース参加者は受講料4，0ω円となり(計

11，0ω円)但しクラスの編成は，事務局に御一任

下さい。申込方法等は上記の通りです。

共催 :英語教授法研究会

大阪YMCA英語教育研究所

移すことになった。ヤリマショ/

・関西の例にならったかどうかは知らないが，

長田康子さんは，東京武蔵野YMCAて三小・

中学生のクラスを 4月から始めた。ガンパッテネ

・ベテラン蓑田兵衛さんは，自分の学校も忙

しいのに孤軍奮斗。品川中学の女子生徒に，

GDMを実践してくれている。 1月にはこの

中学て例会をし，橘川期ーさんが，巧みに実

演授業をした。剛ーという名に似ず(?)暖か

い人柄を感じさせた。

・前の月の例会の綾子を，短信の形で毎回席11

ってフートーに入れ，東京支部の会員に出し

てくれているのは，天野武雄さん。東京のは

ずれ西多摩の都立秋川高校英語科にいる。

・広告

Wa.rkbookの大きな版がほしい人は，升川

潔さんにいうといい。もとの大きな版{Wkbk

-T ~'~'、mゐk- - II 共に原価15.0円)が手に入

る。特にWkbk-IIは， 中学生高学年，高校

初級にいい。

.4. 
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